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研究ノート 動きを特徴とした木製遊具のデザイン
最近は、 TVゲームに代表される電子玩具が全盛で、
言い換えれば、受け身の玩具ばかりである。さらにその
ほとんどが、ブラックボックスで、中がどうなっている
か全くわからない。そういう状況の下で、自分から遊び
をみつけだし、創造性を養い、仕組みの面白さを発見す
る喜びを与えることのできる遊具を考えた。
特に、動きに特徴があるものを選び、個々に解説して
ゆく 。
l.rnto 
｢ 100ﾗ240mm 
ウォルナット、プナ、金属球
紡錘形をした遊具で、転がして遊ぶ。 回転すること
によって、中にある金属球が移動し、重心が変わり、蛇
行しながら転がってゆく 。 蛇行といっても、不規則に転
回するので、どこに行くかわからない面白さがある。 元
来、屋内で遊ぶ玩具は、 一人遊びの場合が多く、最近の
電子ゲームと結果的には、変わらないことになる。 その
点、このrotoは、もちろん一人でも遊べるが、キャッチ
ボールをするように、相手がいることを想定して、考え
た遊具である。 比較的、広い場所を必要とする。 イタリ
ア語の＂rotolare” （転がす） から命名。
2.'A尽IG-2
max.395 ・ min.275 × 50× 95mm
ブナ、ウォルナット
緩やかな坂道を、転がして遊ぶ。前後の腕の付け根が、
車輸の中心に対して、それぞれ反対倶lj に位置しているた
め、転がることによって、 伸び縮みする 。 単純な仕組み
で、ダイナミックな形状の変化が得られる遊具になった。
英語の“wriggle” （のたうつ） から命名。 数字は車輪の
数を意味する。
3.WRIG-4 
max.310 ・ min.196 × 85 × 95mm
ブナ、ブナに着色
WRIG-2 と同じく、坂道を転がして遊ぶ。 仕組みも同
じだが、 JJ宛の両端に車輸を設けることによって、よりダ
イナミックに伸び縮みを表現した。車輪自体が、接近・
分離をするため、予想以上の変化が得られる。
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4.WRIG-12 
max.1445 ・ min.792 × 85 × 95mm
ブナ、ウォルナット、ブナに着色
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さらに発展させ、 PULL TOYに展開させた。 紐を引っ
張って遊ぶ。それぞれが伸び縮みするのだが、動力が先
頭から伝わるため、前から順に伸び縮みし、追いかける
ようにして、後ろに伝わってゆく 。 一定の速度で引っ張
っていても、部分的に車輪が止まったりするので、予想
もつかない動きが得られる。車輪の空転を避けるために、
すべり止めのゴムを付けた。
5.TRICOLO 
｢ 60ﾗ66mm 
ブナ、ウォルナット、カリン、ブナに着色
小さな子どもを対象にした遊具。いわゆるガラガラと
して制作。 さらには、転がしても遊べる。 定幅図形であ
るルーローの三角形を利用した。三角形という一見転が
りそうも無い形が、スムーズに転がる不思議さがある。
無着色のものは、木そのものの色で表現し、祇めても安
全。 着色したものも、外側の三角形に邪魔されて、口に
し難くなっている 。 フランス語の“tricolore” (3 色）
からと、転がるところから命名。
6.FLI0-4 
220ﾗ60ﾗ115mm 
ウォルナット、ブナ
坂道の転がして、動きを楽しむ遊具。 TRICOLO で使
用したルーローの三角形を車輪に利用する。回転するこ
とで車軸はぶれ、胴体が左右に揺れる。 連結部は可動す
るため、胴体が互いに振れながら進み、結果尾を振って
歩いているように見える 。 “振り尾”から命名。
7.FLI0-6 
450ﾗ80ﾗ170mm 
ウォルナット、ブナ
FLI0-4の 3 連結タイプ。サイズを一回り大きくして、
よりダイナミックな動きを表現した。 ぎくしゃくした動
きが生き物のようで、愛敬があるものになった。
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